
２０１６年９月１１日 主日礼拝    
 

司  会        ①秋田兄    ②上田兄    ③土屋英兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三浦兄    ②石塚兄 

 

                                       賛  美  聖歌４２６番「あだに世をば過ごし」 

                  （主の山に備えあり）（主がここにおられます） 

   ヤベツの祈り 

    

聖  書    ①②マルコによる福音書１１章２２～２６節  （Ｐ７１） 
                     ③              コリント人への第二の手紙４章１～１０節  （Ｐ２８１） 
                                                                                                                                             

音  楽                                                  ①  感謝組 

         ②③アサリオン 

証  詞                        ①②小沼光子姉（ドルカス会） 

      

メッセージ   ①②           「山を動かす祈り・シリーズ②」   倉知契副牧師 

                                               ③   「並外れて偉大な力」                                                                               大川従道牧師（Ｖ） 

（２００１．９．１１直後） 

 

賛  美                    「明日はどんな日か」  （献金） 

頌  栄  「主の祈り」  アーメン 
                                                                    祝   祷                        

 

【大和ニュース】  

* 本日第３礼拝後、「防災避難訓練」を行います。どうぞご理解くださり、ご協力ください。

雨天順延。みなさんで駐車場とＴガーデンに避難したのち、解散になります。 

・ 本日、入門講座Ⅱ、ＳＳ主任、Ｊ．Ｐｌｕｓ（中・高生、学、青）、ＹＹタイム（森・１２：３０）。 

☆東京カルバリーは５時。渋谷区広尾５の９の７。近くの大通りは路上駐車は無料です。

「２１世紀キリスト教会」。（設計者は安藤忠雄氏）。４時から祈り会。説教は大川牧師。 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！説教は倉知先生。（ドルカス会は木曜昼食後） 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時から１０時半。説教は久保田豊伝道師。熱く祈ります！ 

・ 子どもの特別伝道会（土曜スクール）は、１７日（土）朝９：３０。森チャペルにて。 
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石の枕  
  

 私たちの教会は大和市の前は、座間市にあった。座間駅の近くの天台という

場所に美しいカルバリーチャペルが献堂された。１９８０年１２月２１日に入 

堂式、オープン礼拝をした。想い出しても涙が出るほどの感動であった。 

 礼拝堂を建てると「人柱」が立つと言われてきた。私は５つの会堂建築に関 

わったので、５回死んだことになる。もともと献げた命なので問題はないが、 

東京カルバリーチャペルは、内なる教会も外なる教会建設も至難の業だ。でも

大丈夫！最善以下をなさらない主に任せて前進あるのみ。お祈り下さい。 

 １９８１年３月に、当時日本を代表する歌手の一人「藤山一郎氏」が、新会

堂でコンサートを開いて下さった。紅白歌合戦の指揮者。「青い山脈」や「長 

崎の鐘」など大ヒットの音楽家が教会に来られたのだから、町中大さわぎだった。 

 彼のことが新聞にのっていた。彼は少年時代、勉強は苦手だった。慶応普通

部を卒業する時の成績は５２人中５１番だった。ちなみに５２番が「芸術は 

爆発だ！」の岡本太郎さんであったという。かろうじてビリをまぬがれた藤山 

さんは東京音楽学校（今の芸大）に進み、こちらは首席で卒業したという。 

 尻を叩かれても咲かなかった花が、めぐる季節には黙っていても咲く。何の 

分野であれ、才能とはそういうものなのだろう。（編集手帳） 

 

 私は信じる。だれであれ、「神を愛する者の人生は、必ず豊かな花を咲かせ、

結実の期が与えられる」。それはまさに「想定外の開花」のおとずれである。 

 福音とは「良きおとずれ」のことと言うが、永遠の命をいただけるだけでなく、 

この地上でも、開眼、開花が約束されている。アーメン。 

 聖書を読み始めて６１年であるが、今ごろになって、真理の御霊なる御方に 

よって、「想定外の悟り」が与えられて、気が狂わんばかりである。 

 毎日「ありがとう！感謝します！」と千回以上唱えているが、この告白宣言 

は不思議が伴う。否定的なことを口に出さず、悪口を言わずに、積極的、肯定

的、信仰的な言葉を、四六時中（昼も夜も夢の中でも）、口に出すこと。 

 ユダヤのあるお婆さんが、道に迷った日本の青年に言ったそうだ。「人はね、 

言葉通りの人生を歩むのよ。だから、きれいな言葉を使いなさい。」 

 

 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：Ⅱコリント３章～９章  Ｂコース：箴言１９章～伝道の書３章 


